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令和５年度第２回 旭川市中園廃棄物最終処分場監視委員会会議 会議録

日 時 令和５年８月２４日（木） １４：２５ ～１５：００

場 所 旭川市近文清掃工場 大会議室

出 席 者 ○ 旭川市中園廃棄物最終処分場監視委員会

委員１３人（定数１５人）

・松藤 敏彦 ・吉田 英樹 ・山口 篤 ・荒川 忠基 ・荒川 恵美子

・荒川 信基 ・土田 孝夫 ・大村 紫乃 ・有木 祥次 ・林上 紀子

・末山 恵 ・三田村 恵美子 ・伊藤 正司

○ 事務局７人

・富岡環境部長 ・尾藤廃棄物処理課長

・齋藤旭川市廃棄物処分場所長

・藤旭川市廃棄物処分場主査 ・増田同主査 ・工藤同主任 ・後藤同主任

公開・非公開 公開

傍聴者数 なし

報道機関 なし

調査検討事

項及び資料

等

１ 中園廃棄物最終処分場の現況について

２ 環境調査（河川水測定）について

３ 環境調査（共和・新共和）について

４ 監視機関委員の視察について

５ その他
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項 目 担 当 内 容

（勉強会） （会長） （会議に先立ち，会長による勉強会「埋立地の跡地利用」を開催した。資

料は「勉強会資料」のとおり。）

※１４：００～１４：２５で実施。

開 会 司 会

(事務局) ただいまから，令和５年度第２回 旭川市中園廃棄物最終処分場監視委

員会を開催する。

本日の調査検討事項は

１ 中園廃棄物最終処分場の現況について

２ 環境調査（河川水測定）について

３ 環境調査（共和・新共和）について

４ 監視機関委員の視察について

５ その他

となっている。

それでは，会長に議事の進行をお願いする。

出席数確認 会長 本日の出席委員は，１５人中１３人。定足数に達しているので，これよ

り議事に入る。

会議録確認 会長 議事の前に前回の会議録について確認する。内容に疑義等あるか。

委員 （意見等なし。）

会長 次に進む。

調査検討事項

１

会長 調査検討事項１ 中園廃棄物最終処分場の現況について 事務局から説

明を願う。

事務局 （ 資料１及び動画により同処分場の現況を説明 ）

会長 下流調整池の水は，処理する前の浸出水ということでよいか。

事務局 そのとおりである。

原水槽の浸出水は水処理施設①を通過してそのまま下流調整池に入る。

そこで水量を調整して水処理施設①で処理をする。

会長 上流調整池とあるが，その地下に集排水管があるので，そこに浸出水は

入らないのではないか。

事務局 上流調整池から上の浸出水は，全て自然流下で上流調整池に入る。

副会長 補足すると，閉鎖工事で保有水を貯めるための集水井を設置して，そこ

から上流調整池に流下するように整備した。

会長 上流調整池は，はじめからあったのか。

副会長 元々あったが，閉鎖工事で前述の改修・再整備をした。

会長 資料２ページの下表，処理水量にばらつきがあり，特に処理量ゼロの日

もある。調整池で水流調整をしていないのか。

副会長 降雨の状況で，下流調整池の水位がポンプアップできない程下がり，処

理量がゼロになることはあり得ると思う。

事務局 渇水期で下流調整池の水位がポンプアップできる限界を下回った場合，

一定の水位まで貯水するため，その間は処理をしないことになる。

会長 渇水期のケースとのことだが，この資料から処理の状況が全く読み取れ

ない。内容も不適切であるため，修正，再作成のうえ，次回会議で改めて

説明を願うこととして，次へ進む。

調査検討事項

２

会長 次に，調査検討事項２ 環境調査（河川水測定）について，事務局から

説明願う。
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事務局 環境調査における河川水測定終了の可否に関する地域との協議結果に

ついて報告する。

令和５年８月５日に江丹別地区市民委員会(役員会)に対して，８月１０

日に嵐山町内会(会長)に対して説明。両会より測定終了への同意が得られ

たため，同測定は終了とする。

その際地域より，中園処分場で融雪期等における仮放流を実施した場

合，河川の大腸菌を測定するよう要望があった。今後，その対応は行うこ

ととするが，測定結果に特段問題がなければ，その要否について改めて地

域との協議を考えている。

会長 河川の大腸菌に関しては，放流水よりも河川水の測定値が高いことがあ

ること。また，河川の流量に対して放流水量が桁違いに少ないこと。この

２点から，放流水が河川に与える影響はほぼないといえる。

今回，地元の了解を得たことで，当該測定は今年度で終了か。

事務局 そのとおりである。

会長 調査検討事項２については，これでよろしいか。

委員 （意見等なし。）

会長 次に進む。

調査検討事項

３

会長 調査検討事項３ 環境調査（共和・新共和）について，事務局から説明

願う。

事務局 （ 資料２により説明 ）

副会長 炭酸ガスの値が少し気になるため，１１月上旬頃，現地でガス測定を行

う。ガス管の最深部まで調査をして，結果を報告したい。

会長 ガスは微量でも苦情の原因になるので，しっかりと調査をお願いした

い。

今後は，副会長の調査結果を待って，議論を進めることとする。

それでは，次に進む。

調査検討事項

４

会長 次に，調査検討事項４ 監視機関委員の視察について，事務局から説明

願う。

事務局 （ 資料３により説明 ）

※ 事務局注 … 会長より，資料中に誤表記の御指摘がありましたので，

公開資料は，修正後のものとしています。

会長 視察地(岩見沢市)の現在の中間処理施設は，複数の町との共同で設置さ

れたもの。旧処分場では，浸出水の出口やガス抜き管の様子などを確認願

いたい。

副会長 自分と会長は学会で視察は不参加だが，視察の際，旧処分場に関する廃

止手続き検討の有無や，跡地利用の考えなどを確認願いたい。

会長 浸出水の成分や発生ガスの状況等も併せて確認願う。

それでは次に進む。

調査検討事項

５

会長 次に，調査検討事項５ その他 ということで，なにかあるか。

事務局 一点確認だが，調査検討事項３の資料２の３で，共和･新共和の水質調

査は今年度で終了，ガスは保留としているが，このとおり承認されたとい

うことでよいか。

会長 そのとおりである。

委員 （意義等なし。）
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閉会 会長 本日の会議は以上で終了とする。

司会

(事務局)

以上で，令和５年度第２回 旭川市中園廃棄物最終処分場監視委員会

会議を終了する。

このあと引き続き，令和５年度第２回 旭川市廃棄物処分場環境対策協

議会会議を行う。事件の申請人委員については，可能であればオブザーバ

ーとして参加をお願いしたい。


